
872 0 1 1 年 5 月 号

十二使徒定員会
デビッド・A・ベドナー長老

わたしのお話の後に歌われる賛
美 歌「今

き ょ う

日われ善きことせし
か」（『賛 美 歌』137 番）が 霊 感

によって選ばれたことを感謝します。わた
しに霊感を与えてくれました。

ほとんどの人が光に関して経験したこ
とのある二つのことについて考えてみま
しょう。

一つ目は，暗い部屋に入って電気のス
イッチを入れたときの経験です。一瞬で
部屋に光があふれ，闇

やみ

が消え去ったとき
の様子を思い出してください。見えていな
かったもの，何だかよく分からなかったも
のが，はっきりと識別できるようになりま
す。この経験は，瞬時に強い光を認識す
るという点が特徴的です。

二つ目は，夜が朝に変わるのを見守っ
ているときの経験です。地平線で光が
ゆっくりと，ともすれば気づかないぐらい
に明るさを増していく様子を思い出してく
ださい。暗い部屋で電気のスイッチを入
れるのとは対照的に，日の出の光は突然
現れることはありません。むしろ少しず
つ確実に光の強さが増し，朝の光が夜の
暗闇に取って代わります。やがては建物
や山の向こうから太陽が顔をのぞかせま
す。しかし間もなく太陽が現れることは，
地平線のかなたに実際に日が昇る何時間
も前からはっきり分かります。この経験
は，微妙に，少しずつ光を識別するという
点が特徴的です。

光に関するこの二つのありふれた経験
から，啓示の霊について多くを学べます。
わたしがこれから啓示の霊と，啓示が授
けられる基本パターンについて話す間，
聖霊がわたしたちに霊感を与え，教えてく
ださるように祈っています。

啓示の霊
啓示とは，神から地上の子供たちへの

コミュニケーションです。それは，偉大な
祝福の一つです。それは聖霊の賜

たま

物
もの

と，
聖霊を常に伴

はん

侶
りょ

にできることに関連して
います。預言者ジョセフ・スミスは「聖霊

は啓示者であられ」「だれも啓示を受け
ずに聖霊を授かることはできません」と
教えました（『歴代大管長の教え─ジョ
セフ・スミス』132）。

啓示の霊は，正しい神権の権能によっ
て救いの儀式，すなわち罪の赦

ゆる

しのため
に水に沈めるバプテスマと聖霊の賜物を
授かるための按

あん

手
しゅ

を受け，「聖霊を受けな
さい」という神権の命令を，信仰をもって
果たすすべての人に与えられます。この
祝福は教会の管理役員に限定されてはい
ません。これは責任を負える年齢に達
し，神聖な聖約を交わしたすべての男女
や子供の生活の中で働くはずのものです。
心からの望みとふさわしさは生活に啓示
の霊を招きます。

ジョセフ・スミスとオリバー・カウドリ
は，モルモン書を翻訳しながら啓示の霊
に関して貴重な経験をしました。この兄
弟たちは，信仰と正直な心を持ち，受ける
ことができると信じながら求めれば，業を
成し遂げるために必要な知識を何でも受
けられることを知りました。啓示の霊が
概して聖霊の力によって頭や心に浮かぶ
考えや思いとして機能することを次第に理
解していきました（教義と聖約 8：1－2；

啓示の霊
啓示の霊は実在し，個人の生活でも，末日聖徒イエス・キリスト教
会の中でも作用し，実際に機能しています。
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100：5 － 8 参照）。主が彼らに次のよう
に教えられたとおりです。「さて見よ，こ
れは啓示の霊である。見よ，モーセがイ
スラエルの子らを導いて乾いた地を通っ
て紅海を渡らせたのは，この霊による。
これがあなたの賜物である。この賜物を
使いなさい。」（教義と聖約 8：3 － 4）

わたしは啓示の霊に関して言われた
「この賜物を使いなさい」という言葉を強
調します。聖文では，聖霊は「静かな細
い声」（列王上 19：12；1 ニーファイ 17：
45 。3 ニーファイ 11：3 も参照）や「まっ
たく優しい静かな声」（ヒラマン 5：30）と
表現されています。御

み

霊
たま

は優しく，繊細に
ささやくので，なぜわたしたちがふさわし
くないメディア，ポルノグラフィー，有害で
依存性のある薬物や行為を避けるべきか，
分かるでしょう。サタンはこれらの手段
を使って，御霊の力によって伝えられる，
神の静かなメッセージを認識してそれに
こたえるわたしたちの能力を損ない，つい
には破壊します。わたしたち一人一人が，
悪魔の誘惑を拒み，「この賜物」すなわち
啓示の霊を個人の生活や家族の中に義に
かなって「使〔う〕」方法を真剣に，よく
祈って深く考えるべきです。

啓示のパターン
啓示は様々な方法で与えられます。例

えば，夢や示現，天の使いとの対話，霊感
などです。ある啓示は即座に，強烈な方
法で受けます。ほかの啓示は少しずつ，
わずかに認識されます。前に話した光に
関する 2 種類の経験は啓示のこの二つの
基本的なパターンをよりよく理解するのに
役立ちます。

暗い部屋で照明をつけることは神の
メッセージを素早く，完全に，一度に受け
ることに似ています。わたしたちの多く
は，神の御

み

心
こころ

と時に応じて，心からの祈り
がこたえられたり，必要な導きや守りを受
けたりして，この啓示のパターンを経験し
たことがあります。このような即座で強い
現れは，聖典や教会歴史の出来事，そし

てわたしたちの生活の中に見つけること
ができます。確かにこれらの強力な奇跡
は起きます。しかしこのようなパターンの
啓示は一般的ではなく，むしろ珍しいこと
なのです。

日の出のときに少しずつ光が増してい
く様子は，「教えに教え，訓戒に訓戒を加
えて」神からメッセージを受けることと似
ています（2 ニーファイ 28：30）。ほとん
どの場合，啓示は時間をかけて少しずつ
もたらされ，わたしたちの望み，ふさわし
さ，準備の度合いに応じて与えられます。
天の御父からのそのようなメッセージは
少しずつ，優しく「天からの露のように

〔わたしたち〕の心に滴る」ものです（教
義と聖約 121：45）。このパターンの啓示
は珍しいことではなく，むしろ一般的であ
り，ラバンから真

しん

鍮
ちゅう

の版を無事に手に入
れるまでに様々な方法を試したニーファイ
の経験に現れています（1 ニーファイ 3 －
4 章参照）。彼は最終的に，「前もって自
分のなすべきことを知らないまま」御霊に
よってエルサレムへ導かれました（1 ニー
ファイ4：6）。また，入念な造りの船を建
造する方法は一度に学んだのではなく，
主が「船材をどのようにしてこしらえるか
を，〔彼に〕度々示して」くださったのです

（1 ニーファイ 18：1）。
教会の歴史にも，わたしたちの生活に

も，「教えに教え，訓戒に訓戒を加えて」
啓示を受けるという主のパターンの例はた
くさんあります。例えば，回復された福音
の基本的な真理は聖なる森で預言者ジョ
セフ・スミスに一度に伝えられたのではあ
りませんでした。それらの貴い宝は，状
況が整ったとき，時宜にかなっているとき
に明らかにされました。

ジョセフ・F・スミス大管長はこのパター
ンの啓示が自分の人生でどのように起き
たかを説明しています。「少年のころ，……
わたしは頻繁に……自分の証

あかし

を得たく
て，何かすばらしい奇跡をお見せください
と主に求めました。しかし，主は奇跡を
お見せにならず，頭のてっぺんから足のつ

ま先までわたしが真理を理解するまで，
疑問や恐れが一掃されるまで，教えに教
え……を加えてくださいました。そのた
めに天の使いを遣わしたり，天使長のラッ
パの声をもって語ったりなさいませんでし
た。生ける神の御霊の静かな細い声に
よって，神はわたしが今持っている証を与
えてくださいました。そしてこの原則と力
により，神は人の子らの心にいつまでも残
る真理の知識をお与えになり，その結果
わたしたちは神のように真理を知るように
なり，キリストのように御父の御心を行う
ようになるのです。奇跡的な現れをどん
なに多く経験しても，このような結果は得
られないでしょう。」（Conference Report，
1900年 4月，41）

わたしたち教会員は奇跡的で劇的な現
れを強調するあまり，聖霊が働かれる一
般的なパターンを認識できずに見過ごし
ているかもしれません。小さな霊的印象
が徐々に大きくなり，長い時間をかけて，
待ち望んでいた答えや必要な導きになっ
ていくという「方法が単純」であるために

（1 ニーファイ 17：41），わたしたちは「的
のかなた」に目を向けてしまうかもしれま
せん（モルモン書ヤコブ 4：14）。

奇跡的な，あるいは強烈な印象を頻繁
に受けないために，自分の証の強さや霊
的な能力を疑うたくさんの人と話したこと
があります。おそらく，ジョセフが聖なる
森でした経験やサウロがダマスコへ行く
途中でした経験，息子アルマがした経験
を考えると，そのようなよく知られた著し
く霊的な例と同じような経験がない自分
には何か問題や欠陥があるのではないか
と思うようになるのでしょう。このような
思いや疑問を持ったことがあるならば，皆
さんはごく普通の人であることを覚えてお
いてください。従順に，救い主を信じる信
仰をもって進み続ければよいのです。そ
うするなら，「迷うことはあり得」ません

（教義と聖約 80：3）。
ジョセフ・F・スミス大管長は次のよう

に勧告しています。「教会にしっかり根付
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くために，奇跡やしるし，示現を必要とす
る末日聖徒がいるとすれば，彼らは……
神の前で良い評価を得ておらず，ぬかるん
で滑りやすい道を歩んでいる会員です。
わたしたちが真理に根付くのは奇跡的な
現れによるのではなく，神の戒めと律法
に謙

けん

遜
そん

に，忠実に従うことによるのです。」

（Conference Report，1900年 4月，40）
光に関するもう一つのありふれた経験

から，「教えに教え，訓戒に訓戒を加え
る」という啓示のパターンについて別の真
理が学べます。時々，朝太陽が昇るとき
に空が曇っていたり，霧に覆われたりして
いることがあります。薄暗いために光が

見にくく，太陽が地平線から昇るまさにそ
の瞬間を確認できません。しかし，そのよ
うな朝でも，新しい日が始まったことを認
識したり，用事を済ませたりするための光
は十分あります。

同様に，啓示をいつどのように受けたか
正確に認識しないで啓示を受けることが
よくあります。この原則は，教会歴史のあ
る重要な出来事に現れています。

1829 年の 春，オリバー・カウドリは
ニューヨーク州パルマイラで学校の教師
をしていました。ジョセフ・スミスとモル
モン書の翻訳の業について知り，オリバー
は若い預言者に支援を申し出るべきだと
感じました。そこでペンシルベニア州ハー
モニーへ行き，ジョセフの筆記者となりま
した。オリバーの到着時期と彼の提供し
た助けはモルモン書を世に出すためにき
わめて重要でした。

その後，オリバーが導きを求めて祈る
度に主の御霊から導きを受けていたこと
を救い主は明らかにされました。主はこ
のように宣言されました。「そうでなかっ
たならば，現在あなたがいる所に来るこ
とはなかったであろう。見よ，あなたがわ
たしに尋ねたので，わたしがあなたの思い
を照らしたことを，あなたは知っている。
そして今，あなたが真理の御霊に照らされ
たことを知るように，わたしはこれらのこ
とをあなたに告げるのである。」（教義と
聖約 6：14 －15）

このようにオリバーは自分が啓示を受
けてきたことを知らせる啓示を，預言者
ジョセフ・スミスを通して受けました。明
らかにオリバーは神からいつどのように導
きを受けていたか認識しておらず，啓示の
霊について理解を深めるためにこの教え
を必要としていました。つまり，オリバー
は曇った空に昇りつつある太陽の光の中
を歩いて来ていたのです。

人生で直面する多くの不確実なことや
困難の中で，神はわたしたちが最善を尽く
し，作用される者ではなく作用する者とな
り（2 ニーファイ 2：26 参照），神を信頼
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トーマス・Ｓ・モンソン大管長

愛する兄弟姉妹，皆さん一人一人
にわたしの愛と歓迎の気持ちを
伝えるとともに，今

き ょ う

日わたしが
話すときに，天の御父がわたしの思いと言
葉を導いてくださるよう祈っています。

今朝オールレッド姉妹とバートンビショッ
プとほかの話者たちから聞いた，教会の
福祉プログラムに関するすばらしいメッ
セージについて最初に少し話します。す
でに述べられたように，霊感に基づいた
このプログラムは今年 75 周年を迎え，こ
れまで多くの人の生活を祝福してきまし
た。わたしはこの偉大な事業の設立に当
たった人を何人か個人的に知っています。
慈悲と先見の明を持った人々です。

バートンビショップとオールレッド姉妹，
ほかの話者たちが述べたように，ワードの
ビショップは，ワードの区域内に住んでい
て助けを必要としている人々の世話をす
る責任があります。わたしも若いころにソ
ルトレーク・シティーで，夫を亡くした 84人
の姉妹を含む 1,080人の会員を擁するワー
ドのビショップだったとき，そのような特
権にあずかりました。ワードには援助を
必要とする人が大勢いました。わたしは
教会の福祉プログラムと，扶助協会，神
権定員会の助けにどれほど感謝したこと

でしょうか。
末日聖徒イエス・キリスト教会の福祉

プログラムは全能の神の霊感によって実
施されていることを宣言します。

さて，兄弟姉妹の皆さん，わたしが大管
長として支持を受けてから，この大会で
3 年が過ぎました。確かに，忙しく，多く
の難問を抱える毎日でしたが，数え切れ
ないほどの祝福も受けてきました。中で
も神殿を奉献・再奉献する機会は最も喜
ばしく，神聖な祝福でした。わたしは今
日，神殿について話します。

1902 年 10 月に開かれた総大会におい
て，ジョセフ・F・スミス大管長は冒頭の
説教で「民の便宜のために必要とされる
神殿が〔世界〕各地に建つ」日が来るの
を望んでいると語りました。1

教会が組織されてからの 150 年間，つ
まり1830 年から 1980 年までに，オハイオ
州カートランドとイリノイ州ノーブーの神殿
を含む 21 の神殿が建設されました。こ
れに対して 1980 年からの 30 年間，この
間に 115 の神殿が建設され，奉献されま
した。昨日発表された 3 つの新しい神殿
を加えると，さらに 26 の神殿が建設中か
建設の準備に入っています。神殿の数は
さらに増えるでしょう。

聖なる神殿─
世界に輝くかがり火
教会員として受ける最も大切で最高の祝福は神の神殿で受けるこ
れらの祝福です。

することを望んでおられます。わたしたち
は天使を見たり，天の声を聞いたり，圧倒
されるような霊的な印象を受けることは
ないかもしれません。神の御心に従って
いるかどうか完全な確信がないまま，望
みと祈りをもって前進することが多いかも
しれません。しかし，聖約を尊んで戒め
を守り，善を行い善い人になるよう絶えず
努めるなら，神が導いてくださることを確
信して進むことができます。そして語ると
きには，神が霊感によって語るべき言葉を
与えてくださることを確信することができ
ます。それは「神の前においてあなたの
自信は増〔す〕」という聖句が意味するこ
との一つです（教義と聖約 121：45）。

啓示の霊をふさわしく求めて従うとき
に，「主の光の中を歩〔める〕」ことをわた
しは約束します（イザヤ 2： 5；2 ニーファ
イ 12：5）。時々，啓示の霊は即座に強く
働くことがありますが，それ以外のとき
は，わずかに少しずつ，そして多くの場合
意識的に認識できないほど繊細に働きま
す。しかしどのようなパターンでこの祝福
を受けても，啓示の霊がもたらす光は皆
さんの心を照らして広げ，理解力に光を注
ぎ（アルマ 5：7；32：28 参照），皆さんと
家族を導き守ってくれるでしょう。

わたしは使徒として，御父と御子が生き
ておられることを証します。啓示の霊は
実在し，個人の生活でも，末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の中でも作用し，実際に
機能しています。これらの真理を主イエ
ス・キリストの聖なる御

み

名
な

により証しま
す，アーメン。■




